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謹んで初春のお慶びを申し上げます。お正月はいつものようにだらだらと過ごし、

お腹の周りの脂肪を少し気にしながら、いつの間にか仕事始めなってしまいました。

思い起こせば、2017 年は IAP 日本支部にとって、活発で有意義な一年だったよう

に思います。生来レイジーな性格ではありますが、つらつらと昨年の IAP の活動

を思い出しつつ書き始めてみることにします。

まず、昨年秋の病理学教育セミナー（11 月 4 日）では、日本医大の内藤善哉教

授と教室員の方々のお世話で、教育会館で開催することができました。内藤先生は

以前に IAP 日本支部の教育担当もされていて、内容も熟知していることから、現

在の教育担当の長尾先生、事務局とのチームワークもぴったりでした。特筆すべき

は、午前中の診断講習会（内分泌腫瘍）では、新たな試みとして一部英語によるレ

クチャー（長村義之先生）が行われたことです。国際的な視野にたつ病理診断を理

解していただくという意味から、英語によるレクチャーもこれからの病理医には必

要かもしれませんね。英語でのレクチャーには、賛否両論があるかも知れませんが、

受講者に提出していただいたアンケートを分析して判断したいと思います。また、

午後からのスライドセミナーには、新しいコースが 4つ（非腫瘍性腸疾患、周産期

胎盤と絨毛性疾患、リンパ腫、脳腫瘍）加わり大変盛況でした。

次に昨年最も心に残るトピックとしては、4月にインドネシア（バリ島）で開催

されたアジア太平洋 IAP（APIAP）でのビジネス会議で、2021 年（第 12 回）開催

地に日本（岡山）が選ばれたことです。日本が選出された時の経緯などについては、

News Bulletin 2017 の 3 号に記載されていますので、詳細はそちらに譲ります。こ

のAPIAP は、アジア各国およびオーストラリアを含めた IAP支部の重要な国際会

議ですが、どういうわけか日本ではこれまで行われたことがありませんでした。半

世紀をこえる IAP日本支部の歴史の中で、APIAP の開催は宿願ともいえるもので

した。今回の選考は、日本支部の活動がアジア各国に評価されたもので、会員の一

人として誇らしくそしてうれしく思う次第です。この開催地獲得にはAPIAP2021

の会長を務められる岡山大学の吉野　正教授をはじめ、多くの方々の努力が必要で

した。この場をお借りして、諸兄のご尽力に感謝いたします。

昨年から新しく加わった事業として、「ふぁんだめんたる病理診断講習会」があ

ります。この講習会は、6月 3日、4日の両日、慈恵医科大学の講堂で行われました。

そもそも IAP日本支部では、秋の教育セミナーの他に春の湘南セミナー（2000-2009）

を行ってきましたが、諸般の事情により 10 年前にそれを中止せざるをえませんで

した。そこで、10 年間のブランクを経て企画されたのが、ふぁんだめんたる病理

診断講習会です。この会の企画運営された松原　修先生、清川貴子先生、東京事務

年頭のご挨拶
国際病理アカデミー（IAP）日本支部長　加藤良平
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局の大谷さん、さらには参加費を低く抑えるために手弁当で

講義をしていただいた役員の皆様に心からの感謝を申し上げ

る次第です。

IAP日本支部にとってとても嬉しいニュースもありました。

それは、3月の米国サンアントニオで開催されたUSCAP（ア

メリカ・カナダ病理学会）で、IAP 本部からゴールドメダル

が松原　修先生に付与されたことです。このゴールドメダル

の歴代受賞者には、病理医ならだれでも知っている Juan 

Rosai 先生をはじめビックネームが名を連ねております。今

回の受賞は、牛込新一郎先生（2004 年）に続いて、IAP日本

支部からは 2人目になります。ご存知のように、松原　修先

生は現在も IAP日本支部東京事務局で献身的に活動されてお

り、同時に IAP本部副会長（アジア地区）として、アジアに

おける病理医の相互交流、病理診断学の普及と向上に多大な

貢献されています。今回の受賞は、IAP 日本支部にとっても

嬉しく思います。改めておめでとうございました。

IAP 日本支部では、一年ごとに韓国、台湾支部との合同カ

ンファレンスを行っています。第 15 回日韓合同カンファレ

ンスは、神戸大学の伊藤智雄教授を会長として、12 月 8 日、

9 日に神戸大学附属病院で行われました。初日は日本と韓国

から提出された難解症例について活発な討論が行われ、さら

に 2日目は泌尿生殖器、骨軟部組織、腎、乳腺、呼吸器の各

領域での症例検討が行われました。今回のカンファレンスも

非常に和気あいあいとした雰囲気の中で、各症例の熱いディ

スカッションが行われました。

昨年は IAP 日本支部と台湾支部との新たな交流事業もス

タートしています。とくに、昨年は台湾病理学会 50 周年と

いうことで、IAP日本支部から Senior 病理医として松原　修

先生、Junior 病理医として佐藤　啓先生、谷口恒平先生、冨

田さくら先生らが記念式典に参加し、発表されました。ご苦

労様でした。来年は台湾支部の病理医を迎えて、楽しく交流

していきたいと思います。

最後に、昨年の 11 月にベトナムのホーチミン市で

AAPIAP の講習会が行われたことも報告したいと思います。

この会はアジアの若手病理医に対する診断講習会で、欧米、

アジアからの講師が 3日にわたり講義します。日本支部から

は松原先生と加藤が出席しました。これからも IAP日本支部

は、日本国内とともにアジア諸国の外科病理診断の向上にも

積極的に関与していきたいと思います。

思いつくままに順不同で列記してきましたが、考えてみる

とこれらの活動は IAP日本支部の役員、会員の皆様のボラン

ティア精神の許に成り立っています。参加された方々に心か

らの御礼を申し上げたるとともに、会員数をさらに増やして

活動を活発化していけたらと思っています。何卒、よろしく

御願い申し上げます。

教育委員長　長尾俊孝

日時：2017（平成 29）年 11 月 4 日（土）

場所：日本教育会館

2017 年度の病理学教育セミナーは、第 63 回日本病理学会

秋期特別総会（会長：内藤善哉先生・日本医科大学統御機構

病理学分野）の翌日、同一の会場にて、内藤善哉会長のもと

開催されました。今回は、内藤先生のご高配により、和田龍

一先生をはじめとする多数の日本医科大学病理学関連部門の

方々に会場の運営にあたっていただいたお陰で、会をスムー

ズに進めることが出来ました。ご協力に心より感謝申し上げ

ます。

午前中の病理診断講習会では、内分泌腫瘍の病理をテーマ

とし、長村義之先生と加藤良平先生がモデレーターとなって、

長村先生によるミニレクチャー（Overview）ののち、加藤先

生（甲状腺腫瘍）と長村先生（膵神経内分泌腫瘍）による講

演が行われました。また、各々の講演後に指定発言として覚

道健一先生と石川雄一先生が発表されました。内分泌腫瘍の

WHO分類が改訂されたばかりという大変時宜を得た内容で

あると同時に、当該領域をリードしている世界的第一人者の

先生方のお話を拝聴できるとあって、371 名（会員 268 人、

非会員 98 人、日本病理学会 International Poster Session 招

聘演者 5人）と多数の方に参加していただき大盛況でした。

アンケート結果において、両先生のご講演はともに、情報量、

理解のしやすさ、ハンドアウトの質、日常診療における有用

性のいずれも最高の評価をつけられた方が最も多く、好評を

博しました。長村先生はとても流暢で分かり易い英語でのご

講演をされ、それに対して賞賛の声を多数いただきましたが、

「このセミナーを英語で講演することについてどう思います

か」というアンケートには、「すべての講演を日本語で希望」

と「どちらでもよい」とするご意見がほぼ同じ割合でした。

今回から導入したWeb での事前受付・入金も大きな混乱は

なく、それによる受付作業の単純化や参加人数の把握とそれ

に伴う適切なハンドアウトの準備を行うことができました。

なお、前回から病理診断講習会は、日本専門医機構認定専門

医更新基準における病理領域講習として 2単位分取得できる

ようになっています。

午後のスライドセミナーでも 442 名もの方に受講していた

だき、受講コース数は延べ 807 名と、盛況のうちに終了致し

ました。病理診断講習会の演者ならびにスライドセミナーの

講師の先生方にはご協力いただきまして深く感謝申し上げま

す。

2017 年の病理学教育セミナー
開催される
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IAP 日本支部病理診断講習会
（午前の部）9：00-11：45

テーマ：内分泌腫瘍の病理（WHO2017 のトピックス）

モデレーター： 長村　義之（日本鋼管病院病理診断科） 

加藤　良平（山梨大学医学部人体病理学）

演者：

1． 長村　義之 

ミニレクチャー　“内分泌腫瘍WHO2017 の改訂の要点”

（英語）

2． 加藤　良平 

内分泌腫瘍 1　“甲状腺腫瘍（NIFTPの提唱を含めて）” 

（日本語） 

－指定発言　覚道　健一（近畿大学医学部奈良病院病理

診断科）

3． 長村　義之 

内分泌腫瘍 2　“膵神経内分泌腫瘍 PanNEN”（英語） 

－指定発言　石川　雄一（がん研究会がん研究所病理部）

病理診断講習会の合間には病理診断学術奨励賞の授賞式が

行われました。2017 年度は、浦辺雅之先生（東京大学医学部

附属病院病理部）、藤倉航平先生（神戸大学医学部附属病院

病理診断科）、湯澤明夏先生（旭川医科大学病院病理部）の 3

名の先生方が受賞されました。受賞対象論文はどれも大変レ

ベルが高く、受賞にふさわしい内容でした。受賞された先生

方、誠におめでとうございます。（7ページの記事も合わせて

ご覧下さい）。

　 第 57 回 総 会　 　（お昼）12：00-12：30

スライドセミナー 　（午後の部）

1時限目　13：00 ～ 15：00

A-1
* 非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）
味岡　洋一（新潟大学医歯学総合研究科　分子・診断病理
学分野）

B-1 * 周産期胎盤と絨毛性疾患南口早智子（京都大学医学部附属病院　病理診断科）

C-1 頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）湊　　宏（石川県立中央病院　病理診断科）

D-1 ** 胃の腫瘍と腫瘍様病変九嶋　亮治（滋賀医科大学医学部附属病院　病理診断科）
2 時限目　15：15 ～ 17：15

A-2
* リンパ腫
竹内　賢吾（公益財団法人がん研究会　がん研究所分子標
的病理プロジェクト・病理部）

B-2 * 改訂WHO分類からみた脳腫瘍の病理診断小森　隆司（東京都立神経病院　検査科）

C-2 小児腫瘍田中　祐吉（神奈川県立こども医療センター　病理診断科）

D-2 ** 免疫染色診断学の基礎と応用伊藤　智雄（神戸大学医学部附属病院　病理部　病理診断科）
* 印は新規コース。** 印は今年最終コース。

今回をもちまして九嶋亮治先生（胃の腫瘍と腫瘍様病変）

と伊藤智雄先生（免疫染色診断学の基礎と応用）のスライド

セミナーが終了となりました。3年間どうもありがとうござ

いました。一方で、今回は新規のコースが 4つ（味岡洋一先生、

南口早智子先生、竹内賢吾先生、小森隆司先生）あり、さら

日本教育会館エントランス

長村先生の講演

会場の様子：活発な質疑応答が行われた
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に次回は 2つの新規コースがスタートする予定です。皆様に

とりまして、病理診断能力の向上に役立ち、受講して良かっ

たと思われるようなコースを企画したいと思いますので、次

回も奮ってご参加くださいますようお願いいたします。

2018 年度の IAP日本支部教育セミナーは、呉医療センター

中国がんセンター・谷山清己先生と広島大学・安井弥先生に

お世話いただき、広島国際会議場で開催する予定です。皆様

にご参加いただきやすいように講義室の部屋の配置などを工

夫してまいりますので、多数の方々のご参加をお願い申し上

げます。

日本病理学会国際交流委員長　石川雄一

恒例の International Poster Session が、病理学会と JDIAP

との共催で開催されました。JDIAP の提案したアジア 6カ国

から招聘された若手病理医が、ポスター発表を行いました。

残念ながら中国からの発表は、中国政府からのビザが発給さ

れないという理由で直前にキャンセルとなりましたが、今後

もアジア諸国との交流が深まっていくことが望まれます。

平成 29 年 11 月 2 日（木）日本教育会館

座長：吉野 正（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科病態制御

科学腫瘍制御学病理学分野）/Tadashi Yoshino（Department 

of Pathology, Okayama University Medical School）

彭 為霞（日本医科大学統御機構診断病理学）/Wei-Xia Peng

（Department of Integrated Diagnostic Pathology, Nippon 

Medical School）

1． IPS-1　Analysis of survival and prognostic factors of 

brain glioma patients in Mongolia. 

Enkhee Ochirjav（National Center for Pathology, 

Mongolia）

2． IPS-2　The comparison of c-myc and Epstein-Barr virus

（EBV）expression between germinal center and non-

germinal center B-cell-like diffuse large B-cell lymphoma. 

S i t t i  Fat imah Hanum Hasnan（Department o f 

Anatomical Pathology, Faculty of Medicine, Universitas 

Indonesia, Indonesia）

3． IPS-3　Sensitivity and specificity of breast mass core 

needle biopsy in Thammasat University Hospital. 

Naree Pluthikarmpae（Department of Pathology and 

A-1　非腫瘍性腸疾患（味岡先生）

B-1　周産期胎盤と絨毛性疾患（南口先生）

A-2　リンパ腫（竹内先生）

B-2　改訂WHO分類からみた脳腫瘍の病理診断（小森先生）

第 63 回日本病理学会秋期特別総会
International Poster Session
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Forensic Medicine, Thammasat University Hospital, 

Thailand）

4． IPS-4　Gene copy number variation and protein 

overexpression of EGFR and HER2 in distal extrahepatic 

cholangiocarcinoma. 

Ahrim Moon（Department of Pathology, Soonchunhyang 

University Bucheon Hospital, Korea）

5． IPS-5　The infiltration of autophagy-related macrophages 

is associated with poor prognosis of hepatocellular 

carcinomas. 

Chien-Chin Chen（Department of Pathology, Ditmanson 

Medical Foundation Chia-Yi Christian Hospital, Chiayi, 

Taiwan/Department of Cosmetic Science, Chia Nan 

University of Pharmacy and Science, Tainan, Taiwan/

Chief managing supervisor, Taiwan Society of Clinical 

Cytology, Taiwan）

6． IPS-6　YAP1 is associated with pancreatic stellate cell 

activation and promotes tumor cell proliferation via 

SPARC paracrine. 

Hui Zhang（Department of Pathology, Peking Union 

Medical College Hospital, Chinese Academy of Medical 

Science & Peking Union Medical College, China）

第 3回理事会
日　時：2017 年 11 月 2 日（木）12 時 10 分～ 13 時 10 分

場　所：日本教育会館　7階　703 号室

出席者： 石川、伊藤、岩崎、岩下、小田、長村、加藤、清川、

都築、中谷、長尾、羽賀、久岡、廣瀬、松原、三上、

森谷、吉野、橋本、魚返（事務局）、大谷（事務局）

欠席者：内藤

第 57 回総会
日　時：2017 年 11 月 4 日（土）12 時 00 分～ 12 時 30 分

場　所：日本教育会館 9階　喜山倶楽部「平安」

出席者：173 名　欠席委任状：207 名

報告事項
1．庶務報告　会員関係－新入会員および会費納入状況－

2．2017 年学会報告

 ・ 第 106 回 USCAP Annual Meeting

（3 月 4 -10 日，San Antonio, TX, USA）

 ・第 10 回 APIAP 2017（4 月 24 -27 日，Bali, Indonesia）

 ・ 第 1 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会

（6月 3 -4 日，東京慈恵会医科大学）

 ・ 第 57 回 IAP 病理学教育セミナー

（11 月 4 日，日本教育会館，東京）

3．今後の開催予定国際会議・学術集会

 ・ AAPIAP

（2017 年 11 月 24 -26 日，Ho Chi Minh, Vietnam）

 ・ 第 15 回日韓合同スライドカンファレンス

（2017 年 12 月 8 -9 日，神戸大学）

 ・ 第 107 回 USCAP Annual Meeting

（2018 年 3 月 17 -23 日，Vancouver, Canada）

 ・ 第 2 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会

ポスター発表：討論の様子

参加者の集合写真

国際発表表彰式（内藤善哉学術集会長とともに）

第 3回理事会・第 57 回総会
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（2018 年 5 月，東京慈恵会医科大学）

 ・ 第 32 回 IAP Int’l Congress

（2018 年 10 月 14 -18 日，Amman, Jordan）

 ・ 第 7 回日台合同スライドカンファレンス

（2018 年 10 月 28 日，Taipei）

 ・ 第 58 回 IAP 病理学教育セミナー

（2018 年 11 月 24 日，広島国際会議場，広島）

4．2017 年会報News Bulletin，配信NEWSLETTER

5．2017 年病理診断学術奨励賞

6．その他

審議事項
1．次年度の理事・役員の改選の承認

2． 会計報告および予算案、決算報告・予算案審議ともに承

認

 ・2016 年収支決算報告

 ・会計監査報告

 ・2018 年収支予算案

3． Award 委 員 会 の 選 考 審 議：2017 年 功 労 賞 お よ び

Silverberg 賞受賞者の承認

4． APIAP Int’l Congress 2021 年岡山開催に向けて誘致活動

の継続が承認

5． IAP Int’l Congress 2024 年福岡開催誘致に向けて誘致活

動の継続が承認

 ・ IAP Secretary Prof. Ray McMahon の来日招聘

（2017 年 11 月 17 -22 日）

 ・ IAP 次期会長 Prof. Dietmar Schmidt の来日招聘

（2018 年 5 月 31 -6 月 10 日）

6． 2018 年愛知医大病理診断講習会の提案：JDIAP 共催とし

て開催を承認された

7． 2018 年春の病理学会：JDIAP Companion Meeting の計

画審議が行われた

8． IAP 日・韓・台の 3カ国合同スライドカンファレンスの

計画について協議された

9．日台の交流事業について協議中の内容を確認

10．その他

 ・ 賛助会員について

 ・ マイページの IDパスワードのセキュリティについて

 ・ 名誉会員およびシニア（終身）会員の選挙権について：

名誉会員およびシニア会員の選挙権は消失することが

確認された。

 ・シニア（終身）会員申請者：シニア会員の申請があっ

た場合は理事会で審議して決めることも確認された。

IAP日本支部功労賞候補に黒田 誠先生、Silverberg 病理診

断教育賞候補に白石泰三先生を推薦し、第 3回理事会で承認

され、第 57 回総会にて表彰式が行われました。

IAP 日本支部功労賞　黒田　誠

（藤田保健衛生大学　病理学教授　65 歳）

JDIAP への功績：理事　2009 -2011 年、理事　2012 -2014 年、

第 11 回 2009 年 IAP 日韓合同 SC 会長　11 月 13 -14 日、教

育委員会副委員長　2003 -2004 年、病理診断学術奨励賞選考

委員　2015 年、IAP 日本支部 50 周年記念事業、国際シンポ

ジウム委員 2011 -2012 年などを歴任、IAPの活動を積極的に

推進されました。中でも名古屋での日韓合同 SCは大成功で、

徳川美術館、トヨタの自動車博物館見学は韓国からの参加者

の大きな関心を集めました。

Silverberg 病理診断教育賞　白石　泰三

（桑名市総合医療センター副理事長　64 歳）

JDIAP への功績：理事　2007 -2009 年、理事指名委員会委員

2010 -2017 年、病理診断学術奨励賞選考委員　2009 年、教育

セミナー・教育シンポジウム　2006 年「前立腺生検標本の

Gleason score」のモデレーター、教育セミナー・教育シンポ

ジウム　2003 年「上皮内癌の捉え方」（恒吉正澄、諸星利男

モデレーター）のシンポジスト「前立腺」、IAP 日本支部 50

周年記念事業、国際シンポジウム委員 2011 -2012 年などを歴

任、また前立腺腫瘍の診断では主導的役割を果たされ、若手

の指導にも大いに貢献されました。

2017 年 JDIAP Award 受賞

授賞式の様子（左から吉野次期会長、黒田先生、白石先生、加藤会長、
小田常任幹事、松原Award選考委員長と）
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学術奨励賞選考委員長　石川雄一

本年は 10 篇の応募があり、以下の論文が本年の病理診断

学術奨励賞に選ばれました。今回の選考課程で特に目立った

点は、この 3論文以外に大変立派な論文が多かったことです。

それを反映して、非常に僅差の選考となりました。今後は、「病

理診断」の向上にどの程度貢献したかという点に重点を置い

た評価となるよう努めたいと思います。

浦辺　雅之

東京大学医学部附属病院　病理部

論文： Pathologic Response of HER2-positive Gastric Cancer 

to Trastuzumab-based Chemotherapy.

雑誌名：Am J Surg Pathol 2016；40：1326-33

藤倉　航平

神戸大学医学部附属病院　病理診断科

論文： BSEP and MDR3：Useful Immunohistochemical 

Markers to Discriminate Hepatocellular Carcinomas 

From Intrahepatic Cholangiocarcinomas and Hepatoid 

Carcinomas.

雑誌名：Am J Surg Pathol 2016；40：689-96

湯澤　明夏

旭川医科大学病院病理部

論文： Clinical impact of targeted amplicon sequencing for 

meningioma as a practical clinical-sequencing system.

雑誌名：Mod Pathol 2016；29：708-16

神戸大学医学部附属病院　病理部・病理診断科　伊藤智雄

2017 年 12 月 8 日（金）、9日（土）の二日間にわたり、第

15 回 The 15th Japan-Korea Joint Slide Conference of 

International Academy of Pathology（IAP）2017 を開催さ

せていただきました。この会は 2年ごとに日本、韓国両国の

間で持ち回り開催されるスライドカンファレンスであり、

様々な難解症例を合同で検討するケースカンファレンスを中

心としたものです。一日目は日本・韓国両サイドより 4例ずつ、

8 例の症例が提示され、discussant のプレゼンの後に、

submitter による答え合わせののち、議論を行います。その後、

特別講演ののちに懇親会、2日目は領域ごとの分科会に分か

れ、やはり専門性の高いケースカンファレンスを行い、その

後、エクスカーションツアーで親睦を深めることが例年と

なっております。

今回は、神戸での開催が決定され、いかに「神戸色」を出

すか、工夫しながらの開催となりました。なるべく無理のな

い運営を行うために、会場は大学を利用することにいたしま

した。その代わりに懇親会、エクスカーションツアーを充実

する方針とし、前者は「神戸港クルーズディナー」、後者は「淡

路・姫路城ツアー」とすることにしました。途中の coffee 

break には神戸ならではの洋菓子をふんだんに用意すること

とし、結果、大好評であったと思います。

情報発信などはウェブサイトを最大限利用することとしま

した。registration などもすべてオンラインで行うこととし、

レンタルサーバー上に自前でサイト構築を行いましたが、な

にぶん素人仕事であり、特に registration ではやや混乱を招

いたことは反省点として残っております。しかし、ウェブサ

イトを充実することにより、会員へのアナウンスや症例への

アクセスもなども容易に行うことができ、利便性高いものに

できたのではないかと思います。レジストレーションの合計

は 144 名（日本 73 名、他国 71 名）でしたが、実際の参加者

は 132 名（日本 71 名、他国 61 名）となりました。本会は、

オンサイトの支払いとなっているため、収支見込みは余裕を

もっておくことが重要であることを学ばされました。

会自体は、細かな運営ミスはありましたが、おおむね成功

であったと考えております。症例検討も熱い議論が繰り広げ

られ、症例の質も非常に高かったと思います。神戸大学、全

陽教授の特別講演も非常に意義深いもので、多数の質問がで

ておりました。今年は 11 名の台湾の病理医も参加され、骨

軟部腫瘍グループは 3国合同となったことは意義深いことで

2017 年病理診断学術奨励賞

受賞者の皆さん（左から加藤会長、藤倉先生、浦部先生、湯澤先生、石
川委員長）

第15回The 15th Japan-Korea Joint Slide Conference 
of International Academy of Pathology（IAP）2017

第15回The 15th Japan-Korea Joint Slide Conference of 
International Academy of Pathology（IAP）2017を開催して
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した。クルーズディナーは残念ながら強風雨天の悪い条件と

なりましたが、お酒の力もあってか、途中から揺れも気にな

らず、大いに盛り上がりました。夜はルミナリエを楽しまれ

た方もおられたようです。二日目の分科会も順調でした。エ

クスカーションツアーは、前後の悪天候をものともせず、そ

の時間帯だけは好天に恵まれる幸運で、明石海峡大橋の雄大

な風景、国宝・世界遺産の姫路城を大いに楽しまれたようで

す。後日、Facebook でも韓国側からもたくさんの投稿があり、

みなさんの笑顔に成功を確信いたしました。

今回、会を成功裏に終わらせることができたのは、すべて

の IAP 関係者のご協力、貴重な症例をご提供くださった

submitter、また充実した議論を行っていただいた discussant

ならびにmoderator の諸先生方、多大なる努力を払ってくれ

た神戸大学スタッフ、そして参加くださったすべての皆様の

おかげです。今後の本カンファレンスの発展を祈念し、次回

以降へと引き継いでゆきたいと思っております。

編集責任者　東京事務局　松原　修

December 8, 2017（Fri）Sysmex Hall, Kobe University 

Hospital

13：00 -14：15 Registration

14：15 -14：30 Opening Remarks

Tomoo Itoh, Conference President

Ryohei Kato, President, Japanese Division of IAP

Han-keom Kim, President, Korean Division of IAP

GeonKook Lee, Chairman, Korean Division of IAP

14：30-15：30 Case Conferences Part 1（4 cases）

CC-J-1：Brain tumor

Submitter：Tomohiro Inoue, Yamanashi Univ.

Discussant：Soomin Ahn, Seoul National Univ. Bundang 

Hosp.

Moderator：Takanori Hirose, Kobe Univ.

45 歳女性。トルコ鞍部から蝶形骨洞、海面静脈洞にかけて

The 15th Japan-Korea Con-Joint Slide 
Conference of IAP

The 15th Japan-Korea Joint Slide Conference of IAP：参加者の集合写真
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4cm大の腫瘤。Discussant は pituitary carcinomaか invasive 

adenoma、転移性の腫瘍（低分化癌、melanoma、germcell 

tumor）、 そ の 他の CNS 腫 瘍（atypical teratoid/rhabdoid 

tumor）などを鑑別に挙げた。Submitter の診断は Sellar 

AT/RTであった。組織学的には INI1 陰性の類円形腫瘍細胞

が胞巣を形成、ラブドイド細胞や鹿角状血管が散見された。

CC-K-1：Small intestine

Submitter：Kee-Taek Jang, Samsung Medical Center, 

Sungkyunkwan Univ.

Discussant：Yoh Zen, Kobe Univ. Hosp.

Moderator：Han-Kyeom Kim, Korea Univ. Kuro Hosp.

44 歳ボクサーの男性。WBCと CRPが上昇、腹部CTで小腸

壁のびまん性の肥厚、粘膜の強調と腹腔内に free air を認め、

緊急手術で小腸の切除。Discussant, Submitter と もに

adenocarcinoma in Crohn's disease であった。

CC-J-2：Mesenteric tumor

Submitter：Motohiro Chosokabe, St. Marianna Univ.

Discussant：An Na Seo, Kyungpook, National Univ. Chilgok 

Hosp.

Moderator：Yasuaki Nakashima, Kyoto Univ. Hosp.

84 歳男性が腹痛を主訴に来院。腹部 CTで直径 20cmの腫瘤

を認め、摘出術。小腸の腸間膜に付着し、割を入れると 2個

の腫瘤。1 個は最大径 13mm、他方は 18cm の巨大腫瘤。

Discussant は Inflammatory myofibroblastic tumor を言い、

Submitter の診断は Extra GI stromal tumor with prominent 

signet ring cell feature と plasmablastic lymphoma であった。

CC-K-2：Stomach

Submitter：Sang Yun Ha, Samsung Medical Center, 

Sungkyunkwan Univ.

Discussant：Yoshiki Mikami, Kumamoto Univ.

Moderator：GeonKook Lee,National Cancer Center, Korea

58 歳男性、上部消化管の内視鏡検査で胃体部に 4cmの腫瘤

を認め、胃の摘出術。Discussant も Submitter もともに診断

は Glomus tumor であった。小型で円形の核と淡好酸性細胞

質を有する均一な細胞が拡張した血管の介在を伴ってシート

状に増殖している。鑑別診断としてカルチノイド腫瘍、類上

皮型GISTなどが挙げられる。

15：30-16：00 Coffee Break and Poster Presentations

16：00-17：00 Case Conferences Part 2（4 cases）

CC-J-3：Renal cancer

Submitter：Toshiki Hyodo, Kobe Univ. Hosp.
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Discussant：Younga Kim, SMG-SNU Boramae Medical 

Center

Moderator：Naoto Kuroda, Kochi Red Cross Hosp.

83 歳女性、左下腹部の腫瘤。CTとMRI で最大径が 14cmの

腫瘤を左腎に認め、腎摘。組織学的に solid, tubular, 

trabecular の配列の上皮成分と硝子軟骨成分が見られた。

Discussant は多数の鑑別診断を挙げて詳細な検討を述べられ

た。Submitter の診断は、珍しい Chromophobe RCC with 

heterogeneous sarcomatoid component であった。

CC-K-3：Kidney

Submitter：Soomin Ahn, Seoul National Univ. Bundang 

Hosp.

Discussant：Fumiyoshi Kojima, Wakayama Medical Univ.

Moderator：Yeongjin Choi, The Catholic Univ. of Korea

58 歳女性、左腎の腫瘤が発見され、CTでは 2.7cm の mass。

Partial nephrectomy が行われ、境界明瞭な腫瘍であった。

Discussant の診断は、核小体の所見を根拠に fumarate 

hydratase-deficient renal cell carcinoma を第一としたが、

Submitter の診断は epithelioid angiomyolipoma であった。

HMB45 が広範に陽性となり、PAX8 陰性、TFE3 陰性であっ

た。

CC-J-4：Tumor of the left foot

Submitter：Atsuji Matsuyama, Univ. of Occup. and Environ. 

Health.

Discussant：SukJin Choi, Inha Univ. Hosp.

Moderator：Takehiko Yamaguchi, Saitama Medical Center, 

Dokkyo Medical Univ.

50 歳代女性の足部外側に発生した 5cm大の軟部腫瘍の症例。

組織学的には不整な核を有する上皮様の腫瘍細胞が密に増加

しており、部分的に硬化した間質、壁の硝子化した血管、泡

沫細胞の集簇を伴っていました。Discussant とフロアからは

PEComa の診断が第一に挙がりました。IHC：EMA（＋）, 

S100（＋）, PgR（＋）, MUC4（＋）, glut-1（＋）, H3K27me3（＋）, 

INI1（＋）,CK（－）, SMA（－）, desmin（－）, calponin（－）, 

CD34（－）, GFAP（－）, HMB45（－）, MiTF（－）, CD68（－）, 

RUNX2（ －）, SATB2（ －）, PLAG1（ －）, claudin-1（ －）, 

SOX10（ －）。FISH：FUS・EWSR1 の 再 構 成 な し。

Submitter の診断は extracranial meningioma で、MUC4 が

meningioma の診断に有用であることも示された。

CC-K-4：Skin（vulva-labia）

Submitter：Kee-Taek Jang, Samsung Medical Center, 

Sungkyunkwan Univ.
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Discussant：Toyonori Tsuzuki, Aichi Medical Univ. Hosp.

Moderator：Joe Bok Park, The Catholic Univ. of Korea

症例は、84-year-old female has a right vulva area mass. She 

had the past medical history of the breast cancer 16 years 

ago. The skin of labia showed brownish polypoid mass 

looking “benign.” Local excision was performed. Submitter 

diagnosis：Sebaceous carcinoma. 根拠は、腫瘍細胞に特定の

分化傾向は認めない、非腫瘍部の表皮の変化が乏しく、扁平

上皮系腫瘍の可能性は低い、CK7 が陽性であり、付属器系の

可能性が高いこと。形態像が最も近いのは脂腺系と考えた。

Discussant diagnosis：Basal cell carcinoma. 根拠は腫瘍細胞

に特定の分化傾向は認めない、非腫瘍部の表皮の変化が乏し

く、扁平上皮系腫瘍の可能性は低い、CK7 が陽性であり、付

属器系の可能性が高い、非日光露出部の毛嚢系腫瘍（Basal 

cell carcinoma を含め）、CK7 陽性所見を示すこと。形態像を

考えると、malignant adnexal tumor, unclassified が最も妥当

かもしれない。

17：00-18：00 Special Lecture

“IgG4-related disease：Diagnostic challenge and molecular 

features”

By Yoh Zen, Professor of Kobe University

Chairman：Robert Y Osamura, Intern’l Univ. of Health and 

Welfare,

Nippon Kokan Hosp.

内容は、この後の記事をご覧ください。

神戸大学　病理ネットワーク学　全　陽

Special lecture として『IgG4-related disease：Diagnostic 

challenge and molecular features』のタイトルで講演させて

いただいた。IgG4 関連疾患の疾患概念が提唱されてから 10

年以上が経過し、IgG4 関連疾患と診断される症例が増えると

ともに、腫瘍と誤って治療される症例は大幅に減少したとい

える。しかし、現在問題となっているのは IgG4 関連疾患の

過剰診断である。別の炎症性疾患を IgG4 関連疾患と誤って

診断される症例が増えている。過剰診断を避けるためには、

この疾患を正しく理解する必要がある。90%以上の症例は 50

歳以上で発症し、95%の患者は 5大臓器病変（膵炎、唾液腺炎、

間質性腎炎、涙腺炎、大動脈周囲炎）の少なくとも 1つを有

する（参考文献 1）。つまり、当初考えられていたよりも比較

的均一な患者集団である。50 歳以下の患者や 5大臓器病変の

ない患者で IgG4 関連疾患を診断する際は、注意しなければ

ならない。

膵癌、シェーグレン症候群、原発性硬化性胆管炎などが、

IgG4 関連疾患と区別すべき疾患で、各専門領域のこれまでの

研究をとおして、これらの鑑別に関してはほぼ決着がついた

といえる。しかし、最近リウマチ内科で診療される患者が増

えるにつれ、キャッスルマン病との鑑別が問題となっている。

血清 IgG4 の上昇や IgG4 陽性細胞の浸潤は両疾患でみられる

ため鑑別には役立たない。キャッスルマン病では貧血やCRP

の上昇が高頻度にみられ、IgG4 関連疾患に比して若年であり、

これらの臨床像はキャッスルマン病を疑うきっかけとなる。

病理学的には線維化のパターン、シート状に配列する

plasmacytosis、好酸球浸潤の有無が両疾患の区別に有用であ

る。キャッスルマン病に関して欧米とアジアで考え方や診断

基準が少し異なっており、今後、国際的なディスカッション

が必要になるだろう。

IgG4 関連疾患の病態研究も飛躍的に進歩したといえる。今

回の講演で、分子病態も解説する予定であったが、時間の関

係で割愛させていただいた。興味ある方は以下の参考文献

2-4 をご覧いただければ幸いです。

参考文献

1． Inoue D, Yoshida K, Yoneda N, Ozaki K, Matsubara T, 

Nagai K, Okumura K, Toshima F, Toyama J, Minami T, 

Matsui O, Gabata T, Zen Y. IgG4-related disease: dataset 

of 235 consecutive patients. Medicine (Baltimore). 2015；94：

e680.

2． Stone JH, Zen Y, Deshpande V. IgG4-related disease. N 

Engl J Med. 2012；366：539-51.

3． Kamisawa T, Zen Y, Pillai S, Stone JH. IgG4-related 

disease. Lancet. 2015；385：1460-71.

4． Hart P, Zen Y, Chari S. Recent advances in autoimmune 

pancreatitis. Gastroenterology. 2015；149：39-51.

愛知医科大学病院病理診断科　都築豊徳

日韓泌尿器グループの開催としては今回が 2回目となりま

した。台湾からの参加者も含め、30 名程度の参加となりまし

た。議論が活発に行われ、次回の開催が楽しみです。

Organizer：

Yeong Jin, Choi, MD, PhD

Seoul St. Mary's Hospital, The Catholic University of Korea, 

Seoul, Korea

Toyonori Tsuzuki, MD, PhD

Aichi Medical University Hospital, Nagakute, Japan

Special lecture

第 2 回日韓合同泌尿器スライドカンファレンス
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Presentation cases：

Case G-K-1

Final diagnosis：Renal cell carcinoma with angioleiomyoma-

like stroma

Moderator：Yeong Jin Choi, MD, PhD

Seoul St. Mary's Hospital, The Catholic University of Korea, 

Seoul, Korea

Submitter：Ghee Young Kwon, MD, PhD

Department of Pathology and Translational Genomics, 

Samsung Medical Center, Seoul, Korea

Discussant：Yuuki Teramoto, MD

Department of Diagnostic Pathology, Kyoto University 

Hospital, Kyoto, Japan

Case G-J-1

Final diagnosis：MiTF translocated renal cell carcinoma

（TFE3）

Moderator：Yoji Nagashima, MD, PhD

Tokyo Women's Medical University Hospital, Tokyo, Japan

Submitter：Chisato Ohe, MD, PhD

Department of Pathology and Laboratory Medicine, Kansai 

Medical University, Osaka, Japan

Discussant：MinJin Lee MD, PhD

Department of Pathology, Seoul Red Cross Hospital, Seoul, 

Korea

Case G-K-2

Final diagnosis：Malignant Sertoli cell tumor

Moderator：Ghilsuk Yoon, MD, PhD

Department of Pathology, Kyungpook National University 

Chilgok Hospital, Daegu, Korea

Submitter：Yong Mee Cho, MD, PhD

Department of Pathology, Asan Medical Center, Seoul, 

Korea,

Discussant：Kousuke Miyai, MD, PhD

Japan Self-defense Force Central Hospital, Tokyo, Japan

Case G-J-2

Final diagnosis：Mucin-producing urothel ia l - type 

adenocarcinoma of the prostate

Moderator：Hiroyuki Takahashi, MD, PhD

Department of Pathology, Jikei University, Tokyo, Japan

Submitter：Takashi Kawasaki, MD, PhD

Departments of Pathology, Niigata Cancer Center, Hospital, 

Niigata, Japan

Katsunori Uchida, MD, PhD

Department of Oncologic Pathology, Mie University 

Graduate School of Medicine, Tsu, Japan

Discussant：Hyun-Jung Kim, MD, PhD

Department of Pathology, Inje University Sanggye Paik 

Hospital, Seoul, Korea

Case G-K-3

Final diagnosis：MiTF translocated renal cell carcinoma

（TFE3）

Moderator：SooJin Jung MD, PhD

Inje University Busan Paik Hospital, Busan, Korea

Submitter：Nam Hoon Cho

Department of Pathology, College of Medicine, Yonsei 

University, Seoul, Korea

Discussant：Shun Sato MD, PhD

Department of Pathology, Jikei University, Tokyo, Japan

Case G-J-3

Final diagnosis：Hereditary leiomyomatosis and renal cell 

cancer syndrome

Moderator：Shin-ichi Murata, MD, PhD

Department of Human Pathology, Wakayama Medical 

University, Wakayama, Japan

Submitter：Naoto Kuroda, MD, PhD

Departments of Diagnostic Pathology, Kochi Red Cross 

Hospital, Kochi, Japan

Discussant：Misun Choei, MD, PhD

Department of Pathology, Keimyung University College of 

Medicine, Daegu, Korea

Case G-T-1

Final diagnosis：Clear cell renal cell carcinoma

Moderator：Toyonori Tsuzuki, MD, PhD

Aichi Medical University Hospital, Nagakute, Japan

Submitter：Chin-Chen Pan, MD, PhD

Departments of Pathology, Taipei Veterans General 

Hospital, Taipei, Taiwan

Discussant：Hiroyuki Hayashi, MD, PhD

Departments of Pathology, Fukuoka University Hospital, 

Fukuoka, Japan

Concluding remark

Yeong Jin, Choi, MD, PhD

Seoul St. Mary's Hospital, The Catholic University of Korea, 

Seoul, Korea



13

神戸大学大学院医学研究科・医学部地域連携病理学

廣瀬隆則

2017 年 12 月 8 日　神戸大学医学部第二講堂

参加者は日本（J）22 名、韓国（K）13 名、台湾（T）9 名、

ベトナム 1名、合計 45 名でした。

Case B-J-1 Subcutaneous nodule in the forearm：a female 

patient in her fourth decade

Diagnosis：Epithelioid malignant peripheral nerve sheath 

tumor

Moderator：Dr. Hsuan-Ying Huang , Kaohsiung Chang 

Gung Memorial Hospital, Taiwan

Submitter：Dr. Yosuke Yamada, Kyoto University Hospital, 

Japan

Discussant：Dr. Chang Young Yoo, Saint Vincent Hospital, 

Catholic University Medical College, Korea

Case B-K-1 Metatarsal bone of the right foot：a 68-yaer-old 

woman

Diagnosis：Chondroblastoma

Moderator：Dr. Takayuki Nojima, Kanazawa University 

Hospital, Japan

Submitter：Dr. Kyung Jin Seo, Uijeongbu Hospital, Catholic 

University Medical College, Korea

Discussant：Dr. Hui-Chun Tai, Changhua Christian Hospital, 

Changhua, Taiwan

Case B-T-1 Soft tissue tumor of the right hand：a 42-year-

old man

Diagnosis：Spindle cell/sclerosing rhabdomyosarcoma

Moderator：Dr. Kyi Beom Lee, Ajou University Hospital, 

Korea

Submitter：Dr. Jen-Wei Tsai ,  EDA Hospital ,  EDA 

University, Taiwan

Discussant：Dr. Kyoko Yamashita, Nagoya University, 

Japan

Case B-J-2 Soft tissue tumor in the back of the neck：an 

85-year-old man

Diagnosis：Atypical spindle cell lipomatous tumor

Moderator：Dr. Joon Hyuk Choi, Yeungnam University 

College of Medicine, Korea

Submitter：Dr. Masato Komatsu, Kobe University Hospital, 

Japan

Discussant：Dr. Shih-Yao Lin, Far Eastern Memorial 

Hospital, Taiwan

Case B-K-2 Soft tissue of vulva：a 43-yaer-old woman

Diagnosis：Myoepithelioma-like tumor of vulvar region

Moderator：Dr. Chien-Feng Li, Chi-Mei Medical Center, 

Taiwan

Submitter：Dr. Kyu Sang Lee, Seoul University Bundang 

Hospital, Korea

Discussant：Dr. Atsuj i  Matsuyama, University of 

Occupational and Environmental Health, Japan

Case B-T-2 Right 5th toe tumor：a 15-year-old boy

Diagnosis：BCOR-CCNB3 sarcoma

Moderator：Dr.  Masanor i  Hisaoka ,  Univers i ty of 

Occupational and Environmental Health, Japan

Submitter：Dr. Koping Chang, National Taiwan University 

Hospital, Taiwan

Discussant：Dr. Sang Kyum Kim, Yonsei University Collage 

of Medicine, Korea

Case B-J-3 Left toe mass：a 12-year-old boy

Diagnosis：BCOR-CCNB3 sarcoma

Moderator：Dr. Jen-Chieh Lee, National Taiwan University 

Hospital, Taiwan

Submitter：Dr.  Naohiro Makise ,  Nat ional  Cancer 

CenterHospital, Japan

Discussant：Dr. Kiyong Na, Severance Hospital, Yonsei 

University College of Medicine, Korea

Case B-K-3 Left adnexal tumor：a 51-year-old woman

Diagnosis：PEComa with uncertain malignant potential

Moderator：Dr. Makoto Kuroda, Fujita Health University, 

Japan

Submitter：Dr. Suk Jin Choi, Inha University Hospital, 

Korea

Discussant：Dr. Pao-Shu Wu, MacKay Memorial Hospital, 

Taiwan

Case B-T-3 Left inguinal tumor：a 35-year-old man

Diagnosis：Low-grade fibromyxoid sarcoma

Moderator：Dr. Kyung Chul Moon, Seoul National 

University Hospital, Korea

Submitter：Dr. Wan-Shan Li, Kaohsiung Medical University 

Hospital, Taiwan

第12回日韓合同骨軟部スライドカンファレンス
（日韓台合同骨軟部スライドカンファレンス）
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Discussant：Dr. Akihiko Yoshida, National Cancer Center 

Hospital, Japan

筑波大学医学医療系　長田道夫

平成 29 年 12 月 9 日　神戸大学医学部カンファレンス室に

て第 7回日韓腎病理スライドカンファレンスが行われました。

今回で 7回目ですが、日韓のこのカンファレンスは 2002 年

に第 1回がソウルで開催されて以来、日韓の腎病理医の学術

交流には重要な役割を果たしています。当日の参加者は 30

名程度でした。

当日はレクチャー 2題と症例検討 6題が行われましたので、

以下概略を記載します。

レクチャー 1：遺伝性腎疾患の最近の話題について、獨協医

科大学埼玉医療センターの松岡健太郎先生から、最近の病理

診断が遺伝子や分子の発現によって先天性／家族性腎疾患が

遺伝性腎疾患として再考されていることが紹介されました。

レクチャー 2：巣状分節性糸球体硬化症（FSGS）の発症機序

について、Yonsei 大学の Dr. Lim から、尿細管糸球体の

feedback 機構が、糸球体巣状硬化病変形成に関与について解

説がありました。

症例 1：ABO不適合腎移植における尿細管間質障害について、

Kyungpook 国立大学 Dr. Kim から、抗体関連拒絶反応との

鑑別、障害の局在と病変の発生機構について問題提起のある

症例提示があり、腎髄放線障害と抗体関連型拒絶の関連を議

論しました。

症例 2：抗 GBM病と膜性腎症の合併例について、香川大学

串田吉雄先生から症例提示があり、抗 GBM病での糸球体基

底膜の破綻による neo-antigen が膜性腎症の抗原として働く

可能性について議論しました。

症例 3：軽鎖沈着による近位尿細管障害について、国立 Seoul

大学の Dr. Moon から、単クローンガンマーグロブリン血症

症例で、近位尿細管に lambda 鎖のみが染色され、電子顕微

鏡では結晶構造を伴わないライソゾームの腫大がみられる症

例の提示があり、これを軽鎖沈着尿細管症とする是否を議論

しました。

症例 4：蛋白尿を伴うGitelman 症候群について、獨協医科大

学埼玉医療センターの藤井晶子先生から症例提示があり、組

織学的に糸球体肥大と傍糸球体支持装置（JGA）の過形成が

二次性 FSGS 発症に関与し、それが蛋白尿の原因と考えられ

る旨説明がありました。Gitelman 症候群による JGA過形成

とFSGS の関連について議論しました。

症例 5：骨髄腫患者（IgA kappa）のアミロイドーシスに感

染関連腎炎が併発した症例を Soon Chun Hyang 大学の Dr.

Jin から提示があり、蛍光抗体法の IgA 陽性の意味を、

MRSA など IgA 沈着性の感染関連腎炎によるとするのか、

重鎖軽鎖アミロイドーシスに伴う沈着と考えるのか議論しま

した。

症例 6：分葉性増殖性糸球体腎炎に、奇妙な模様を呈する沈

着物がある症例が、神戸大学原重雄先生から提示され、蛍光

抗体法ではC3, IgM 陽性で、電子顕微鏡で線状かつ横紋様構

造があり、これが免疫グロブリン由来か、フィブリンタクト

イドなのか、アーチファクトなのかについて議論がなされま

した。

カンファレンスは活発な中にも和気藹々なムードがあり、

学ぶべきことは多かったと思います。今回の症例に共通する

問題点として、疾患分類の定義と概念に当てはまらない病変

やその pathogenesis をどう理解するか？があります。こうい

う症例を詳細に検討していく積み重ねこそが、疾患理解の礎

となることを再認識しました。

この IAP日韓のスライドカンファレンスは世代交代が課題

ですが、今回の発表者は日韓とも若手が積極的であり、将来

愉しみという印象を持ちました。

山梨大学医学部人体病理学　加藤良平

The 3rd Japan-Korea Joint Slide Conference of Endocrine 

Pathology

参加者は 18 名（日本 10 名、韓国 8名）でした。

Chair： Shuji Toda（Saga University） 

Young Lyun Oh（Samsung Medical Center , 

Sungkyunkwan University）

Korea-1 Adrenal tumor

Discussant：Yuko Kitagawa（Tohoku University）

Submitter： Dong Eun Song（Asan Medical Center, 

University of Ulsan）

Diagnosis：Schwannoma

Japan-1 Adrenal tumor

Discussant： Dong Eun Song（Asan Medical Center, 

University of Ulsan）

Submitter：Hironobu Sasano（Tohoku University）

Diagnosis：Oncocytoma

Korea-2 Parathyroid tumor

Discussant： Kenj i  Warigaya（Wakayama Medica l 

University）

Submitter：Jae-Kyung Won（Seoul National University）

Diagnosis： Parathyroid adenoma with lymphocytic 

第 7回日韓腎病理スライドカンファレンス

The 3rd Japan-Korea Joint Slide 
Conference of Endocrine Pathology
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infiltration

Japan-2 Pituitary tumor

Discussant：Jae-Kyung Won（Seoul National University）

Submitter：Naoko Inoshita（Toranomon hospital）

Diagnosis：Metastatic tumor from lung

Korea-3 Thyroid tumor

Discussant：Rumi Hino（Daito Bunka University）

Submitter： Chan Kwon Jung（The Catholic University of 

Korea）

Diagnosis：Columnar cell carcinoma

Japan-3 Thyroid tumor

Discussant： Chan Kwon Jung（The Catholic University 

of Korea）

Submitter：Toshitetsu Hayashi（Kuma hospital）

Diagnosis：Medullary thyroid carcinoma

千葉大学大学院医学研究院診断病理学　米盛葉子

25 名参加

第7回目の肺病理カンファレンスでしたが、前日に同グルー

プで開催された会食、二次会の話題なども交え、和やかな雰

囲気で始まりました。広い会議室で開催されたため、向かい

合った席でマイクを介して発言するという変わったスタイル

でしたが、各症例に対して活発な discussion が交わされ、い

つにも増して盛り上がった会でした。

Case K-1

Moderator：Soon-Hee Jung, MD, PhD

Department of Pathology, Yonsei University, Wonju College 

of Medicine, Korea

Submitter：Se Jin Jang, MD

Department of Pathology, Asan Center of Cancer Genome 

Discovery, Asan Medical Center, Seoul, Korea

Discussant：Yoko Yonemori, MD

Department of Diagnostic Pathology, Chiba University 

Graduate School of Medicine, Chiba, Japan

Final diagnosis：Cryptococcal granuloma

Case J-1

Moderator：Yuichi Ishikawa, MD, PhD

Japanese Foundation for Cancer Research, Tokyo, Japan

Submitter：Yasushi Yatabe, Yoshiko Murakami, Eiichi 

Sasaki, Seiichi Kato, Masataka Haneda

Department of Pathology and Molecular Diagnostics, Aichi 

Cancer Center, Nagoya, Japan

Discussant：Wan-Seop Kim MD, PhD

Department of Pathology, Konkuk University Medical 

Center, Konkuk University School of Medicine.

F ina l  d iagnos i s：Squamous ce l l  carc inoma wi th 

intraepithelial spread along the alveolar wall

Case K-2

Moderator：Geon Kook Lee, MD, PhD

Department of Pathology, National Cancer Center, Korea

Submitter：Tae Jung Kim, MD

Departments of Hospital Pathology, Yeouido St. Mary 

hospital, The Catholic University of Korea, Seoul, Korea

Discussant：Hiroshi Minato, MD, PhD

Department of Pathology, Ishikawa Prefectural Central 

Hospital, Kanazawa, Japan

Final diagnosis：pulmonary capillary hemangiomatosis（PCH）

Case J-2

Moderator：Osamu Matsubara, M.D, Ph.D

Department of Pathology, Hiratsuka Kyosai Hospital, 

Hiratsuka, Japan

Submitter：Takeshi Fujii, Yui Takahashi, Hironori Uruga, 

Kazuma Kishi

Departments of Pathology and Respiratory Medicine, 

Toranomon Hospital, Tokyo, Japan

Discussant：Tae Jung Kim MD, PhD

Department of Hospital Pathology, Yeouido St. Mary 

hospital, The Catholic University of Korea, Korea

F ina l  d i agno s i s：Pu lmonary  t umor  t h r ombo t i c 

microangiopathy（PTTM）

Case K-3

Moderator：Seung Yeon Ha, MD, PhD

Department of Pathology, Gachon University Gil Medical 

Center, Korea

Submitter：Ileson Hwang, MD

Departments of Pathology, Keimyung University School of 

Medicine, Dongsan Medical Center, Deagu, Korea

Discussant：Yumiko Yasuhara, MD, PhD

Department of Pathology, Kinki Central Hospital, Itami, 

Japan

Final diagnosis：Granular cell tumor of the bronchus

Case J-3

Moderator：Yasushi Yatabe, MD, PhD

The 7th Japanese- Korean Conjoint Slide Conference of Pulmonary Pathology
Japanese Pulmonary Pathology Society（JPPS）

Korean Cardiopulmonary Pathology Study Group（KCPSG）
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Department of Pathology and Molecular Diagnostics, Aichi 

Cancer Center, Nagoya, Japan

Submitter：Osamu Matsubara, MD, Yukiko Sasahara, MD, 

Ysuto Jin, MD, Kazuki Yamanaka, MD

Departments of Pathology, Respiratory Medicine and 

Surgery, Hiratsuka Kyosai Hospital, Hiratsuka, Japan

Discussant：Ileson Hwang, MD

Departments of Pathology, Keimyung University School of 

Medicine, Dongsan Medical Center, Deagu, Korea

Final diagnosis：Adenocarcinoma of the lung（with p40+ 

tumor cells）

理事指名委員会委員長　中谷行雄

2017 年任期満了理事 2名の後任について、例年通り理事指

名委員会において地区、専門領域、IAP 活動への貢献などを

慎重に審議した結果、4名の理事指名候補者が選ばれました。

その後、会員による電子投票が 10 月 2 日から 10 月 13 日を

投票期間として行われました。その結果、清川貴子先生、中

村直哉先生の 2 名が選出されました。両先生の任期は 2018

－ 2020 年です。どうぞ、IAP 日本支部活動のために、ご尽

力をよろしくお願い致します。

なお、投票率は電子投票を導入した 2016 年は 36％、今回

は 41％と着実に増加しています。今後も、会員の皆様のご協

力をよろしくお願い致します。

IAP日本支部　2018年理事・役員名簿

会長 加藤　良平

 山梨大学医学部人体病理学

前会長 中谷　行雄

 千葉大学大学院医学研究院診断病理学

次期会長 吉野　正

 岡山大学大学院医歯学総合研究科病理学

 （腫瘍病理 /第二病理）

常任幹事 小田　義直

 九州大学大学院医学研究院形態機能病理

広報担当 森谷　卓也

 川崎医科大学病理学 2

教育担当 長尾　俊孝

 東京医科大学人体病理学

理事 久岡　正典

 産業医科大学第 1病理学

理事 羽賀　博典

  京都大学医学部附属病院　病理診断科・病

理部

理事 都築　豊徳

 愛知医科大学医学部病院病理部

理事 三上　芳喜

 熊本大学医学部附属病院病理診断科

理事 清川　貴子

 東京慈恵会医科大学病理学講座

理事 中村　直哉

 東海大学医学部基盤診療学系病理診断学

監事 岩下　明德

 福岡大学筑紫病院病理部

広報委員会 
委員長 森谷　卓也

副委員長 清川　貴子

委員 久岡　正典

委員 三上　芳喜

教育委員会
委員長 長尾　俊孝

副委員長 久岡　正典

委員 羽賀　博典

委員 廣瀬　隆則

 兵庫県立がんセンター病理診断科

  神戸大学大学院医学研究科・医学部地域連

携病理学

委員 清川　貴子

委員 都築　豊徳

委員 中村　直哉

学術奨励賞選考委員会
委員長 石川　雄一

 （公財）がん研究会がん研究所病理部

副委員長 都築　豊徳

委員 吉野　正

委員 廣瀬　隆則

委員 内藤　善哉

  日本医科大学病理学講座（統御機構・腫瘍

学）

外部委員 （日本病理学会から 1名）

 （日本臨床細胞学会から 1名）

Award選考委員会
委員長 松原　修

 平塚共済病院・がん研究所

副委員長 長村　義之

理事選挙の報告

2018 年 IAP日本支部
理事・役員一覧
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  国際医療福祉大学大学院 日本鋼管病院病

理診断科

委員 岩崎　宏

 福岡大学

委員 橋本　洋

 ㈱臨床病態医学研究所

委員 清川　貴子

理事指名委員会
委員長 中谷　行雄

副委員長 松原　修

委員 白石　泰三

 桑名市総合医療センター

委員 岩下　明德

委員 森谷　卓也

委員 羽賀　博典

合同会議実行委員会
委員長 羽賀　博典

副委員長 伊藤　智雄

  神戸大学医学部附属病院病理部 ･病理診断

科

副委員長 都築　豊徳

委員 近藤　哲夫

 山梨大学医学部人体病理学

委員 山元　英崇

 九州大学大学院医学研究院形態機能病理学

委員 山口　浩

 東京医科大学人体病理学分野

委員 南口　早智子

 京都大学医学部附属病院病理診断部

米国交流委員会
委員長 Mari Mino-Kenudson

 Massachusetts General Hospital, Boston

委員 木田　正俊

  University of Vermont College of 

Medicine

委員 大島　喜世子
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東京慈恵会医科大学病理学講座

清川貴子

IAP 日本支部会員の皆様、この度の

理事選ではご支援をいただきましてあ

りがとうございます。前期に引き続き、

今期もまた理事として IAP日本支部の

お役に立つよう働きたいと思います。目指すのは、会員の増

加による IAP日本支部の国際的立場の向上、IAP日本支部に

よる生涯教育の充実、病理学を通じた国際交流の促進です。

従来の秋の教育セミナーとスライドセミナーに加えて、昨年

から「ふぁんだめんたる」病理診断講習会が開催されており

ますが、これが、若い病理医や病理医を目指す医師の学びの

場というだけでなく、ベテラン病理医の生涯教育としての役

割も果たせるよう少しずつ進化させたいと思います。また、

2021 年には第 12 回アジア太平洋 IAP（APIAP）が岡山市で

開催されることに決定しておりますので（本邦初のAPIAP

です）、その準備のお手伝いもしたいと思います。

会員の皆様には、さらなるご協力をよろしくお願い申し上

げます。

東海大学医学部基盤診療学系病理診断学

中村直哉

IAP 日本支部、2018 -2020 の理事に

ご指名、ご選出いただき、ありがとう

ございます。微力ながら IAP日本支部

および会員の皆様のために頑張ります。

まだ若手の時から、秋のスライドセミナーを楽しみにしてい

ました。症例解説を聞く立場からお話する立場になり、この

たびはお世話させていただく機会を与えていただき、気が引

き締まる思いと恩返しが出来ることを喜んでおります。病理

医の身近にある IAP 日本支部のため、さらに 2021 年に岡山

で開催される第 12 回アジア太平洋 IAP 会議の準備のお手伝

いのため、尽力したいと存じます。どうぞよろしくお願い申

し上げます。

新理事の抱負
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日時：2018 年 3 月 17 -23 日

場所：Vancouver, British Columbia, Canada

Japan Night　～立食式パーティ～

日時：2018 年 3 月 20 日（火）、17：30 ～ 19：30

場所： PP Crystal Pavilion B & C, Pan Pacific Vancouver 

Hotel, Canada

会費：60 ドル、キャッシュバー自己精算

軽食 Canapé を用意しています。予約不要です。当日ご自由

にお越しください。

日時：2018 年 4 月 21（土）-22（日）

場所：愛知医科大学病院

Course director：

Prof. Lars Egevad（Karolinska University Hospital, 

Stockholm, Sweden）

都築豊徳（愛知医科大学病院病理診断科、愛知県長久手市）

（本ページ右段の記事もご覧ください）

日時 2018 年 5 月 19 日、20 日

場所：東京慈恵会医科大学、東京

（参加申し込みなど詳細は IAP 日本支部NEWS LETTER や

HPで後日お知らせします）

テーマ：乳腺病理ふぁんだめんたる講座

（19 ページの記事もご覧ください）

日時：2018 年 10 月 14 -19 日

場所： King Hussein Bin Talal Convention Centre, Sweimeh, 

Jordan

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2018 年 10 月 27 -28 日

場所：Taipei, Taiwan

日時：2018 年 11 月 24 日

場所：広島国際会議場、広島市

会長： 谷山清巳（国立病院機構呉医療センター・中国がんセ

ンター院長）

日時：2019 年

場所：China（開催都市未定）

日時：2020 年 8 月 29 -9 月 3 日

場所： Scottish Exhibition and Conference Centre, Glasgow, 

Scotland, United Kingdom

参照URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2021 年

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

（19 ページの記事もご覧ください）

開催日：2018 年 4 月 21（土）-22（日）

開催場所：愛知医科大学病院

〒 480-1195　愛知県長久手市岩作雁又 1番地 1

tel：0561-62-3311（代表）

Course director：

Prof. Lars Egevad（Karolinska University Hospital, 

Stockholm, Sweden）

都築豊徳（愛知医科大学病院病理診断科、愛知県長久手市）

概要：前立腺の標本の見方の基本講義を行います。それに加

え、ディスカッション顕微鏡を用いて直接標本を検鏡し、参

Upcoming Meeting

第107回United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting

Advanced Prostate Pathology Course in 
Aichi

第 2 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会

IAP日本支部主催コンパニオンミーティング
（第 107回日本病理学会総会）

第 32 回 IAP Congress

第 7 回日台合同スライドカンファレンス

第 58 回 IAP病理教育セミナー

第 11 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

第 33 回 IAP Congress

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

Advanced Prostate Pathology Course 
in Aichi



19

加者と直接討議をします。講義のほとんどは英語で行います

が、希望者には日本語での対応も可能です。

参加募集人数：45 名

参加費：15,000 円（聴講、実習およびハンドアウト代：当日

徴収）

申込方法：氏名、ご所属、ご所属先住所及び電話番号、メー

ルアドレスを、都築豊徳 tsuzuki@aichi-med-u.ac.jp　宛にメー

ルでご連絡下さい。なお、定員に達した場合は締め切らせて

いただきます。

2018 年 6 月 21 日（木）19：10 -20：40

乳腺病理ふぁんだめんたる講座

講演内容（1.5 時間）

モデレーター： 松原　修 

平塚共済病院／ JDIAP 東京事務局

（1） 乳腺腫瘍の組織分類：過去・現在・未来 

森谷卓也　川崎医科大学／ JDIAP 広報委員長

（2） 乳がんのバイオマーカー：最新の動向 

三上芳喜　熊本大学医学部附属病院／ JDIAP 理事

（3） IAP 日本支部の紹介と世界での役割

小田義直　九州大学大学院医学研究院／

JDIAP 常任幹事

（4）質疑応答

若手病理医を対象に乳腺腫瘍の病理診断および乳がんのバ

イオマーカーについての基本的なことを丁寧に解説し、あわ

せて IAP日本支部の活動と国際的な立ち位置について紹介し

ます。

会場の詳細はHP および NEWSLETTER メールでお知ら

せします。

事前の申し込みは不要で、サンドウィッチ（50 人分）用意

します。

岡山大学、IAP 日本支部次期会長　吉野　正

IAP 日本支部News Bulletin 2017 Number 3 でお知らせし

ましたように、2021 年に第 12 回 APIAP を岡山で開催する

ことになりました（大会長 吉野正、副会長 清川貴子）。この

会が日本で開催されるのは初めてのことです。開催の詳細な

期日や内容については現在検討中であり、後日あらためてお

知らせ致しますが、皆さまのご協力とご支援を心よりお願い

申し上げます。

 

東京事務局　松原　修、大谷茉子

第 56 回日本臨床細胞学会（会長加来 恒壽、副会長小田義直、

加藤聖子、鹿毛政義）に“Lynch syndrome”の特別講演の

ために、11 月 17 日夜に来日されました。福岡での開催であり、

国際会議場、福岡市内を見学していただきました。これには

小田常任幹事、吉野次期会長、久岡理事、事務局の魚返さん

が案内をして下さいました。その後、東京へ移動され、20 日

には清川理事のお世話により慈恵医大で「Lynch syndrome

の病態と診断」の講演、21 日はサクラファインテックジャパ

ン石塚社長のご好意で「英国におけるCancer screening」の

セミナーを開催していただきました。東京での接待は加藤会

長、長村先生、松原と大谷が当たりました。6日間の滞在で

したが、日本に好印象を持たれて帰国されたことと思います。

2018年春の病理学会（札幌）JDIAP Companion 
Meeting「乳腺病理ふぁんだめんたる講座」

第 12 回アジア太平洋 IAP（APIAP）
を岡山で開催

IAP本部 Secretary Ray McMahon
教授来日
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 ・ 2018 年（平成 30 年）会費請求書を郵送しました。昨年よ
り会員区分の設定、会費の改訂が行われております。

▷ 名誉会員・シニア会員の方は会費免除のため請求はありま
せん。

▷ 専門医資格取得されたジュニア会員は、2017 年より一般会
員へ移行して頂きます。お手元の請求金額をお確かめのう
えご納入ください。

 ・ 登録内容が変更になった方は、マイページにて登録変更手
続きをお願いします。マイページの ID、PWが不明な方、
Email アドレスが未登録の方は東京事務局までご連絡くだ
さい。

東京事務局
TEL：050-5274-8683
Email：tokyo.office@iapjapan.org
福岡事務局
TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968
Email: fukuoka.office@iapjapan.org
ホームページ
http://www.iapjapan.org/index_ja.html

IAP 日本支部会員になるメリットは
IAP 日本支部会員になると…
1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引
会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引
1コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円
→病理診断講習会＋スライドセミナー 2コースを受講す
る場合
会員　入会金・年会費 7,000 円 +受講料 25,000 円
=計 32,000 円
非会員　受講料＝ 38,000 円
6,000 円（2年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読
- Modern Pathology, Laboratory Investigation-
1 冊の年間購読料 約$99 ～、年により変動あり

4． IAP 日本支部・IAP本部の会報　News Bulletin
5． スライドセミナー 3年経過したものをHP上でハンドアウ
ト公開（予定）

6． 国際学会の情報取得
IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日韓合同スライドカン
ファランス /日台合同スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。
下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です
■シニア（終身）会員
申請できる方：65 歳以上の現会員希望者
終身会費　50,000 円、以降は会費納入を免除
スライドセミナー受講料は一般会員に準じる
特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）
は無料で受講
■ジュニア（若手）会員
申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します
* 申請方法：HPのMembership ページ（日本語）にて様式を
ダウンロードし、東京事務局へEメールにて申請してくださ
い

国 際 病 理 ア カ デ ミ ー 日 本 支 部 Japanese Division of 
International Academy of Pathology（JDIAP）は、日本病理
学会と連携しながら国際交流を通して本邦の病理診断学の振
興をはかるために様々な活動を行っています。その中で代表
的なものとしては、日本病学会秋期特別総会にあわせて開催
する病理学教育セミナー（病理診断講習会およびスライドセ
ミナー）、日本・韓国合同スライドセミナー、日本・台湾合
同スライドセミナー、などの生涯教育の提供が挙げられます。
2017 年からは主に若手病理医を対象とした「ふぁんだめんた
る」病理診断講習会を始めました。また、卓越した業績を残
した若手病理医には毎年病理診断学術奨励賞を授与していま
す。JDIAP に入会することのメリットとして、（1）病理学教
育セミナーの受講料や米国・カナダ病理学会の機関誌である
Modern Pathology、Laboratory Investigation の購読料など
の割引、（2）JDIAP を通して様々な講習会、学会に関する情
報が直接得られること、（3）国内外の病理医と親交を深める
機会が数多く得られること、などが挙げられます。たとえば、
米国・カナダ病理学会では毎年日本からの参加者と在米の病
理医、その他 JDIAP と親交がある世界各国の病理医が集う
懇親会である「Japan Night」を開催しています。JDIAP の
会員となることによって、国際的な視野と識見を兼ね備えた
病理医となることができると期待されます。
新入会員はこの 3年間に急増しており、2017 年には新たに
85 名の新入会員をお迎えし、会員数は 923 名を数えています
（2017 年 10 月 20 日現在）。より多くの病理医の方々に本学会
の趣旨に賛同し、会員として加わっていただくことで、
JDIAP は今後大きく発展し、多くの情報発信を日本から行っ
ていくことが可能となります。2021 年には岡山でアジア太平
洋 IAP（APIAP）の開催が予定されています。また、現在
JDIAP は 2024 年の国際学会の誘致を目指して活動を進めて
います。そのためには多くの病理医の方々の協力が不可欠で
す。既に会員となっている方々には、同僚や近隣の病理医の
方々にお声がけをいただくようお願いいたします。是非、
JDIAP にご入会ください！

広報委員会
委 員 長　森谷卓也
副委員長　清川貴子
委　　員　 久岡正典 

三上芳喜

事務局よりお知らせ

IAP日本支部会員になろう！


